
 

 

 

 

持続可能な水辺のにぎわい空間の創出に向けて 

多摩川緑地バーベキュー広場にスマートコンポストを設置します 

～食べ残しを堆肥化し、河川敷の花壇等に活用～ 

 
川崎市では、多摩川の魅力を活

い

かす総合的な取組として、多様な主体と連携することによ

り、水辺のにぎわい創出に向けた取組、また、環境学習や体験活動等を通じ、様々な機会を

とらえた多摩川の魅力発信の取組を推進しております。 
こうした中、多摩川緑地バーベキュー広場の指定管理者である多摩川緑地バーべキュー

広場共同事業体（代表企業：太平洋總業サービス株式会社）、株式会社 komham、サントリー

ホールディングス株式会社と連携し、ごみの高速分解が得意な微生物群「コムハム」を活用

し、ソーラーの発電の電力による自動駆動で堆肥を作る「スマートコンポスト」（提供等：株式会

社 komham）を当該広場に設置します。バーベキューで残った食べ残しの一部を堆肥化し、河川

敷の花壇等（花の苗の提供：サントリーフラワーズ株式会社）に活用することで持続可能な水辺のにぎわい空

間の創出に向けた取組を推進します。 

 
実施予定期間 令和５年４月５日～令和５年夏頃（予定） 

 

場所 多摩川緑地バーベキュー広場                   

   （高津区瀬田先、二子橋付近） 

 

取組イメージ 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
            

※1 株式会社 komham・協力 ※2 サントリーホールディングス株式会社・協力  

※なお、今回設置するスマートコンポストは、本取組に先行し、令和５年２月に幸区東小倉 

小学校に設置され、環境学習等に活用されていました。その繋
つ な

がりを活
い

かして、今後は希 

望する親子に多摩川緑地バーベキュー広場での体験活動なども実施予定です。 

※詳細については、次ページ以降を御確認ください。 
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 サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた総合酒類食品企業として、「人と自然と響きあう」を使命に掲げ、人々
の生活を潤い豊かにすることと自然環境を守り育むことが共存し人と自然が互いによい影響を与えあって永く持続していく社会をめざします。 
 
■総合「体感」学習について 
 水・食べ物・お金の持続可能な循環について「知り」「触れて」「実現する」体験学習を株式会社
komham と連携し、東小倉小学校にて実施しております。 
 
・プログラム骨子 
 Step1︓「水育授業」を通じて“自然環境（水）の循環”を知る 
 Step2︓堆肥づくり・野菜づくりを通じて“食べ物の循環”に触れる 
 Step3︓作った食べ物を加工・販売し、お金を再投資することで“お金の循環”を実現する 
  
 Step1  水育授業の様子        Step2 堆肥づくり、野菜づくりの様子 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 
 Step3 体験学習 （実施予定） 
  給食の残りを用いてつくった堆肥をつかって学内で育てた野菜と花を、多摩川緑地バーベキュー広場
で、実際に野菜の販売、花の植え付けを行い、費やした労力が人の手に渡り、お金を生む一連の流れを
体験学習を通して経験していただきます 
 
    サントリーのキッチンカーにて販売体験（予定） 
 
 
  


